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中日新聞 1995.5.9

【構想から創設まで】･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

1992年［平成４］
６． 学部長会議「21世紀を展望する愛知大学基本計画（案）」を評議会に提案。その「学部学科構想」

では、名古屋校舎に「国際化・情報化をその内容に含む」新学部が構想される。
1994年［平成６］
５． 基本計画の見直しのなかで、学部長会議が名古屋校舎に「中国総合学部」の新学部設置を検

討する提案。
10． 評議会で「現代中国学部」への名称変更を承認。

1995年［平成７］
２． 現代中国学部設置委員会発足（委員長は加々美光行法学部教授）。
９． 文部省に現代中国学部の設置認可を申請。

1996年［平成８］
４． 愛知大学50周年記念講演会で『ワイルド・スワン』
 の著者ユン・チアン（張戎）女史が講演。あわせて実施され

た同書の読書感想文コンクール（応募者271名）の表彰式（大
原信子さんが最優秀賞）挙行。

６． 愛知大学創立50周年記念国際シンポジウム「21世紀の新し
い日中関係」を名古屋国際センターで開催。日中友好協会会
長孫平化氏が特別講演。

12． 大学設置審議会、現代中国学部の設置を認可。
1997年［平成９］
２． 名古屋校舎に東教室棟（現代中国学部棟）完成。
２． 現代中国学部入学試験実施。一般選抜志願者1763名、合格者381名、入学手
 続者159名、これに推薦・留学生を加えると入学手続者は189名。
３． 『中国21』創刊準備号刊行（発行部数2000部）。

【創設期】 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

1997年度［平成９］
４．１ 現代中国学部発足。第１期入学生186名。教員総数28名、うち他学部からの移籍８名、新規

採用20名。
９．５ 南開大学における第１回中国現地プログラム参加のため、学生164名、名古屋空港を出発（12

月23日帰国）。

現代中国学部の歩み
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朝日新聞 1997.9.13

中日新聞 1999.7.27

９．15 南開大学で第１回中国現地プログラム開学式と南開愛大
会館起工式が挙行される。

９． 『中国21』創刊号（特集「21世紀の中国」）刊行（発行
部数3000部）。

11．30 加々美学部長、北京・天津間の高速道路上で交通事故に
遭う。

12．21 朝日新聞、「愛知大『現中』の挑戦」と題して現地プロ
グラムを紹介する６回の連載を掲載開始。

２． ２回目の入学試験実施。一般選抜志願者932名。

1998年度［平成10］
４．１ 古森利貞教授、張琢教授、馮天瑜教授着任。
４． 『中国21』別冊として「中国・南開大学現地プログラム

特集」号を刊行。
８．28 第２回中国現地プログラム参加のため178名の学生が名

古屋空港を出発。「南開愛大会館」の落成式を挙行（12

月21日帰国予定のところ濃霧のため12月23日帰国）。
９．１ 王家福教授着任。
３．31 王家福教授退職。

1999年度［平成11］
４．１ 加々美学部長再任。郭翔教授、皮細庚教授着任。
７． 台湾師範大学と学術・教育交流に関する協定を締結。
７． 現代中国学部の二胡サークル「知音」が東別院ホールで

最初の演奏会を開催。
８．６～27　第１回中国現地研究調査を北京で実施。参加学生

36名。
８．27 第３回中国現地プログラム参加のため、198名の学生が

名古屋空港を出発（12月20日帰国）。

2000年度［平成12］
６． 第１回中国現地研究調査報告書『学生が見た北京社会』

を出版（発行：愛知大学、定価2000円）。
７． 加々美光行学部長の辞任にともない、今泉潤太郎教授が

学部長に就任（任期は01年３月まで）。
８．７～27　第２回中国現地研究調査を上海で実施。参加学生40名。
８．23 第４回中国現地プログラム参加のため、204名の学生が名古屋空港を出発（12月18日帰国）。
12．13 南開大学で現地プログラムに参加中の学生４名が、大学構内の凍結した池の上で遊んでい 

る最中、氷が割れて水中に転落、３名は中国人教員・学生らにより救助されたが、１名が死 

亡。
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朝日新聞 1997.12.21

現代中国学部の歩み

３． 現代中国学部第１回卒業生135名。
３． 皮細庚教授、丸山伸郎教授、馮天瑜教授、渡辺浩平講師退職。
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中日新聞 2001.9.29

【完成年度以後】 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

2001年度［平成13］
４． 今泉潤太郎学部長再任。服部健治教授着任。
５．26 東亜同文書院創立百周年記念行事の一環として、現代中国学部の現地研究調査の報告会を名

古屋校舎で開催。
５． 中国人学生による初めての日本社会調査実施、５月31日第１回中国人学生による日本社会

調査報告会開催（23日来日、６月１日帰国）。
８．８～30　第３回中国現地研究調査を大連で実施。参加学生39名。
８．29 第５回中国現地プログラム参加のため、205名の学生が名古屋空港を出発。１年次秋セメス

ターでの実施は今回が最後となった（12月24日帰国）。
10． 現代中国学部開設５周年記念行事「21世紀の東アジア交流」

として、シンポジウムと東アジアフェスティバルを実施。12

日のシンポジウムは「発展する中国経済と日本企業──東海
地方と中国の経済連携をめざして」と題し日本企業の中国関
連部門担当者５名と服部健治教授をパネラーに迎え、今井理
之教授の司会により進行した。13日の「文学・映画・演劇」
をテーマとするフェスティバルでは朱天文氏（台湾の映画監
督侯孝賢作品の脚本家）と佐藤忠男氏（映画評論家）が講演、
さらに織茂秀子さんの一人芝居「旅人打鈴（ナグネ・タリョ
ン）」が上演された。ほかに中国武術の演技、二胡の演奏など。

３． 現代中国学部第２回卒業生168名（９月卒業分も含む。以下同じ）。内山俊彦教授、緒形康
教授退職。

2002年度［平成14］
４． 新しいカリキュラム（02カリ）がスタート。
４． 木島史雄助教授、松尾肇子助教授、吉川剛講師着任。
４． TT（Temporaly Teacher）制度導入。２名の中国人教員を中国の協定大学から１年間の任期

で招聘。主に１年生の発音の指導に当たることになった。
８．２～23　第４回中国現地研究調査を昆明で実施。参加学生41名。
10． 今泉潤太郎学部長の辞任にともない、古森利貞教授が学部長に就任（任期は03年３月まで）。
10．２ 文部科学省「21世紀 COEプログラム」に国際中国学研究センター（ICCS）が採択される。
10．28 南開大学学生合唱団60名が来学し、特別演奏会を開催。
12．１ 現代中国学部４年生冨永清美さん、全日本中国語スピーチコンテスト（日中友好協会主催）

で優勝。
３．14 第６回中国現地プログラム参加のため、190名の学生が名古屋空港を出発（７月７日帰国予

定）。今回より２年次春セメスターでの実施となった。
３． 現代中国学部第３回卒業生209名。今泉潤太郎教授、王硯農教授、榧根勇教授退職。
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中日新聞 2003.5.13

中日新聞 2005.6.11

現代中国学部の歩み

2003年度［平成15］
４． 古森学部長再任。砂山幸雄教授着任。
４．25 現地プログラム参加学生全員、中国現地におけ

る SARS（新型肺炎）の拡大のため、大学が手
配したチャーター機で緊急帰国。全員感染被
害はなかった。同機には南開大学の中国語教員
10名も同乗して来日した。

５．12 感染被害がないことを確認して、名古屋校舎で
現地プログラムを再開。

７．12 現地プログラム修了式を挙行。
９．18 現代中国学部の「中国現地重視の学部教育」が

文部科学省の「特色ある大学教育支援プログラム」（COL、のちに「特色 GP」と略称）に
選定される。東海地方ではほかに５大学１短大。

10． 愛知大学現代中国学部編『ハンドブック現代中国』が出版される（発行：あるむ）。執筆者
は現代中国学部教員を中心に23名。

10．31～11．２　ICCS最初の国際シンポジウム「激動する世界と中国」を名古屋国際センターで開催。
11．16～11．30　第５回中国現地研究調査を廈門（アモイ）で実施（SARS発生の影響でこの時期に

期間を短縮して実施）。参加学生30名。
11．23 現代中国学部３年生寺西貴子さん、全日本中国語スピーチコンテストで２位入賞。
３． 現代中国学部第４回卒業生205名。嶋倉民生教授、郭翔教授退職。山本雅子助教授国際コミュ

ニケーション学部に移動。

2004年度［平成16］
４． 顧明耀教授、古澤賢治教授、梅田康子講師、賈蕙萱客員教授着任。
７． 賈蕙萱客員教授退職。
７．29～８．19　第６回中国現地研究調査をハルビンで実施。参加学生37名。
８．27 第７回中国現地プログラム参加のため、186名の学生が名古屋空港を出発。昨年度の SARS

問題の影響で実施を秋セメスターに後ろ倒しして実施した（12月21日帰国）。
３．11 第８回中国現地プログラム参加のため、163名の学生が中部国際空港を出発（７月５日帰国）。
３． 現代中国学部第５回卒業生212名。古森利貞教授退職。

2005年度［平成17］
４． 今井理之教授、学部長に就任。馮昭奎客員教授着任。
４． 北京、上海等で反日デモが起こる。
５．16 中国の王毅駐日大使、愛知大学を訪問。
５．31 加々美光行教授、第58回中日文化賞を受賞。
６．10 現代中国学会、緊急シンポジウム「いま、日中関係を考える──

対立を乗り越えるために」を車道コンベンションホールで開催。
パネリストは、清水美和東京新聞編集委員、趙宏偉法政大学教授
のほか現代中国学部の馮昭奎客員教授、服部健治教授、砂山幸雄
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日本版

2006.10.18

教授（司会）。
７．30～８．13　現代中国学部「第１回中国現地インターンシップ」を北京で実施。参加学生11名、

受入企業６社。
７．31～８．21　第７回中国現地研究調査を武漢で実施。参加学生41名。
２．25～３．11　第２回中国現地インターンシップを実施。参加学生13名、受入企業７社。
２．24 中国の王毅駐日大使、車道校舎で「アジアの中における日中関係が果たす役割」と題して講

演。「21世紀の新しいアジア主義」を提唱した。
２．24 愛知大学、中国政府と孔子学院設立に関する協定を締結、立命館大学などに続き日本で４番

目の孔子学院設立校となった。
３．10 第９回中国現地プログラム参加のため、179名の学生が中部国際空港を出発（７月４日帰国）。
３．18 現代中国学部主催シンポジウム「日台相互イメージの錯綜──「かわいい系」・映画・コマー

シャル」を車道コンベンションホールで開催。台湾の漫画家・エッセイスト哈日杏子氏、明
治学院大学教授四方田犬彦氏らが参加。

３． 現代中国学部2003年卒業生山田耕平さんが、JICAの青年海外協力隊員
として派遣されたマラウイで、HIV（エイズ）予防啓発のために作詞し、
自ら歌った歌「ディマクコンダ（チェワ語で愛して
いるの意味）」が、同国のヒットチャート１位に輝く。
「マラウイで最も有名な日本人」としてテレビにも
出演（『毎日新聞』３月８日夕刊、ほか TVでも報道、
紹介）。Newsweek誌日本版06年10月18日号では「世
界が尊敬する日本人100人」の一人に取り上げられ
た。

３． 現代中国学部第６回卒業生188名。中川祐三助教授、松尾肇子助教授退職。

2006年度［平成18］
４． 06カリキュラムがスタート。
４． 孔子学院開校。講座数、受講者数ともに日本最大の孔子学院となる。
４． 『ハンドブック現代中国』第２版が出版される。
７．30～８．20　第８回中国現地研究実習を中国教育国際交流協会と西北大学の協力のもと、西安で

実施。参加学生45名。
９．２～16　第３回中国現地インターンシップ実施。参加学生13名、受入企業６社。
11．25 第20回全日本学生中国語弁論大会（京都外国語大学・上海教育国際交流協会共催）で２年

生の伊藤えりさんが優勝。
１．14 第24回全日本中国語スピーチコンテスト一般部門（中国滞在３カ月以上）で４年生の伊藤

佳寿子さんが優勝。
２．３ 現代中国学部10周年記念講演会開催。加々美光行教授、服部健治教授の講演のほか、加藤

千洋氏（朝日新聞論説委員）が「21世紀の日中関係──若者に期待すること」と題して講
演した。

２．３ 愛知大学現代中国学部同窓会発足式。
３．９ 第10回中国現地プログラム参加のため、189名の学生が中部国際空港を出発（７月３日帰国）。
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『ハンドブック現代中国』
第三版

現代中国学部の歩み

３． 現代中国学部第７回卒業生218名。

2007年度［平成19］
４． 馬場毅教授、学部長に就任。薛鳴教授着任。
７． 現代中国学部初めての AO入試を実施。
８．１～21　第９回中国現地研究実習を山東大学の協力のもと済南で実施。参加学生35名。
８．２ 平成19年度文部科学省「現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現

代GP）」に採択される（応募総数600件のうち、選定されたのは119件）。
９．１～15　第４回中国現地インターンシップ実施。参加学生17名、受入企

業９社。
11．24 第21回全日本学生中国語弁論大会で２年生の盛田美帆さんが２位入

賞。
３．７ 第11回中国現地プログラム参加のため、175名の学生が中部国際空港

を出発（７月１日帰国予定）。
３． 『ハンドブック現代中国』第３版の刊行にむけた編集作業を終える（08

年４月刊行）。
３． 現代中国学部第８回卒業生196名。服部健治教授、馮昭奎客員教授退職。
 （作成：砂山幸雄）

【主な参考資料】
愛知大学五十年史編纂委員会編『愛知大学五十年史』通史編・資料編、2000年
『愛知大学新聞』
『ニューススポット愛知大学』各年版
『中国21』各号


